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一
に
つ
い
て 

 
 

政
府
と
し
て
は
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
人
権
状
況
に
つ
い
て
深
刻
に
懸
念
し
て
お
り
、
本
年
十
月
六
日
（
現
地
時

間
）
の
国
際
連
合
人
権
理
事
会
に
お
い
て
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
人
権
状
況
に
つ
い
て
の
討
論
に
関
す
る
決
定
案
が
否

決
さ
れ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

「
開
発
協
力
大
綱
」
（
平
成
二
十
七
年
二
月
十
日
閣
議
決
定
）
の
「
実
施
上
の
原
則
」
に
お
い
て
、
「
開
発
途
上
国
の
民

主
化
の
定
着
、
法
の
支
配
及
び
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
当
該
国
に
お
け
る
民
主
化
、
法
の
支
配
及
び

基
本
的
人
権
の
保
障
を
め
ぐ
る
状
況
に
十
分
注
意
を
払
う
」
等
の
各
原
則
を
「
常
に
踏
ま
え
た
上
で
、
当
該
国
の
開
発
需
要

及
び
経
済
社
会
状
況
、
二
国
間
関
係
等
を
総
合
的
に
判
断
の
上
、
開
発
協
力
を
実
施
す
る
」
と
あ
る
と
お
り
、
政
府
と
し
て

は
、
諸
般
の
状
況
を
総
合
的
に
判
断
の
上
、
開
発
協
力
援
助
を
実
施
す
る
こ
と
を
基
本
的
考
え
方
と
し
て
い
る
。
各
国
に
対

す
る
政
府
開
発
援
助
の
具
体
的
な
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
個
別
具
体
的
に
判
断
す
る
こ
と
と
な

る
。 


